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1.市民アンケート調査概要 

1-1.目的 

加須市都市計画マスタープランを策定するにあたり、現在の都市づくりに対する評価や将来

の都市づくりに対する意向、考え方等を把握することを目的に、アンケート調査方式により市

民意向調査を実施しました。 

 

 

1-2.調査対象等 

調査対象等は、以下のとおりです。 

 

調査対象 ： 市内在住の 16 歳以上の市民 

対象者数 ： 3,000 人 

抽出方法 ： 住民基本台帳（令和６年 10 月 11 日現在）から無作為抽出 

調査方法 ： 郵送配布・郵送回答及び Web 回答 

調査期間 ： 令和６年 11 月 12 日（火）～12 月２日（月） 

回 収 数 ： 941 通（回収率 31.4％）（郵送 633 通、Web308 通） 

 

 

1-3.送付資料 

送付資料は、以下のとおりです。 

 

①調査票（あいさつ文入り）（Ａ４・冊子中綴じ 12 頁） １部 

②Web 用案内資料及び都市計画マスタープラン概要説明資料（Ａ４両面） １部 
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1-4.アンケート項目 

アンケート項目は、以下のとおりです。 

 

区分 
設問 

No 
設問内容 

回答 

形態 

１．加須市での暮らし

や生活環境について 

問１ 市の良いところ 複数 

問２ 市の良くないところ 複数 

問３ 10 年前との比較 単一 

２．加須市の将来のま

ちのあり方について 

問４ 居住意向 単一 

問５ 重点施策 複数 

３．加須市の今後のま

ちづくりについて 

問６ 土地利用 単一 

問７ 生活を支える施設 単一 

問８ 公共交通① 単一 

問９ 公共交通② 複数 

問 10 景観形成① 単複 

問 11 景観形成② 複数 

問 12 防災対策① 単一 

問 13 防災対策② 複数 

問 14 加須駅周辺の新たなまちづくり 単一 

４．その他 
問 15 回答者属性 単一 

問 16 まちづくり活動への参加意向 単一 
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1-5.回答者属性 

今回アンケートにご回答いただいた 941 名の方の属性情報は、以下のとおりです。 

 

①性別 

 「男性」が 39.6％、「女性」が 56.9％で

した。 

 

②年齢 

 「50 歳代」が 20.5％で最多でした。 

 概ね市内の年齢別人口比率と同程度の幅

広い年代からの回答を得ました。 

 

③職業 

 「会社員・団体職員」が 31.2％で最多で

した。 

 次いで「パート、アルバイト」が 20.9％、

「無職」が 15.8％、「家事従事者」が

10.3％でした。 

 

  

男
39.6%

女
56.9%

回答しない
2.8%

無回答
0.7%

16～19歳
4.0%

20～29歳
6.7%

30～39歳
15.1%

40～49歳
19.0%

50～59歳
20.5%

60～69歳
16.7%

70歳以上
17.3%

無回答
0.6%

農業・農林水産業
2.0% 商工業・自営業

3.7%

自由業
0.7%

会社員・

団体職員
31.2%

公務員・教員
7.8%

パート、アルバイト
20.9%

家事従事者
10.3%

学生
4.7%

無職
15.8%

その他
1.8%

無回答
1.0%
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④通勤・通学先 

 「埼玉県内の他市町村」が 27.3％で最多

でした。 

 市内への通勤・通学者は、「市内（4 地域

合計）」が 28.7％、「自宅」が 7.1％と、

計 35.8％でした。 

 埼玉県外への通勤・通学者は、「埼玉県外

（東京都以外）」が 5.3％、「東京都内」が

5.7％と、計 11.0％でした。 

 

⑤居住年数 

 「30 年以上」が 49.4％で最多でした。 

 10 年未満は計 16.4％、10 年以上が計

82.7％でした。 

 

⑥家族構成 

 「二世代世帯」が 46.4％と最多でした。 

 次いで、「一世代世帯」が 35.4％、「三世

代世帯」が 8.2％、「単身世帯」が 7.8％

でした。 

 

 

  

自宅

（農業・自営業など）
7.1%

市内

（加須地域）
18.8%

市内

（騎西地域）
4.3%

市内

（北川辺地域）
1.8%

市内

（大利根地域）
3.8%

埼玉県内の他市町村
27.3%

東京都内
5.7%

埼玉県外

（東京都以外）
5.3%

その他
0.3%

通勤・通学は

していない
21.3%

無回答
4.3%

１年未満
2.2%

１年以上５年未満
7.0%

５年以上10年未満
7.2%

10年以上20年未満
17.3%

20年以上30年未満
16.0%

30年以上
49.4%

無回答
0.7%

単身世帯

（ひとり暮らし）
7.8%

一世代世帯

（夫婦、兄弟・姉妹のみ）
35.4%

二世代世帯

（親と子など）
46.4%

三世代世帯

（親と子と孫など）
8.2%

その他
1.1%

無回答
1.2%
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⑦お住まいの住宅 

 「持ち家（一戸建て）」が 86.5％で最多で

した。 

 次いで、「民間の賃貸住宅」が 9.7％、「持

ち家（分譲マンション）」が 1.6％でした。 

 

⑧居住理由 

 「Ｉターン居住」が 29.1％で最多でし

た。 

 次いで、「生まれた時からずっと住んでい

る」が 28.9％、「通勤・通学の都合による

居住」が 19.7％、「Ｕターン居住」が

11.1％でした。 

 

⑨居住地域 

 「加須地域①」が 38.9％と最多でした。 

 概ね市内の地域別人口比率と同程度の回

答を得ました。 

 

 

  

持ち家

（一戸建て）
86.5%

持ち家

（分譲マンション）
1.6%

民間の賃貸住宅
9.7%

公営の賃貸住宅
0.2%

官舎・社宅・寮
0.2%

間借り・住み込み
0.4%

その他
0.3%

無回答
1.1%

生まれた時から

ずっと住んでいる
28.9%

Ｕターン居住
11.1%

Ｉターン居住
29.1%

通勤・通学の

都合による居住
19.7%

その他
9.2%

無回答
2.0%

加須地域①（加須

地区、大桑地区、

水深地区）
38.9%

加須地域②（不動岡

地区、礼羽地区、志

多見地区）
12.1%

加須地域③（三俣地区、樋

遣川地区、大越地区）
9.7%

騎西地域
17.5%

北川辺地域
8.6%

大利根地域
12.1%

無回答
1.1%
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参考：居住地域 

 

 

 
地域名 地区名 住  所 

加須 

地域① 

加須地区 中央、本町、元町、南町、富士見町、東栄、久下 

大桑地区 川口、南大桑、南篠崎、花崎、花崎北、鳩山町、大桑 

水深地区 水深、北辻、今鉾、割目、油井ケ島、常泉、南小浜、下高柳、船越、大室 

加須 
地域② 

不動岡地区 不動岡、下谷、岡古井 

礼羽地区 土手、愛宕、礼羽、馬内 

志多見地区 志多見、平永、阿良川、串作 

加須 

地域➂ 

三俣地区 大門町、諏訪、向川岸町、睦町、浜町、上三俣、下三俣、北小浜、多門寺、北篠崎、三俣 

樋遣川地区 下樋遣川、上樋遣川、中樋遣川、戸川、町屋新田、古川 

大越地区 大越、外野 

騎西 

地域 

騎西地区 騎西、外川、下崎 

田ヶ谷地区 上崎、内田ケ谷、外田ケ谷、道地 

種足地区 下種足、中種足、上種足、中ノ目、戸室、西ノ谷 

鴻茎地区 鴻茎、芋茎、牛重、根古屋 

高柳地区 上高柳、日出安、正能、戸崎 

北川辺 
地域 

北川辺１地区 飯積、麦倉、柳生 

北川辺２地区 小野袋、柏戸、向古河、伊賀袋、駒場、栄、本郷、陽光台 

大利根 

地域 

東地区 旗井、中渡、新川通、外記新田 

原道地区 弥兵衛、佐波、砂原、細間、道目、新利根 

元和地区 琴寄、北下新井、北平野 

豊野地区 間口、新井新田、北大桑、阿佐間、生出、杓子木、松永新田、豊野台 
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2.まとめ 

①市への市民の現状評価について（問１～３） 

●加須市は、自然環境が豊かである一方、公共交通が不便 

問１．加須市の良いところ 

 

問２．加須市の良くないところ 

 

  

59.9%

36.2%

24.5%

18.5%

17.6%

16.8%

15.4%

8.8%

8.1%

7.8%

5.2%

4.9%

2.6%

2.2%

0.4%

3.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

自然環境が豊かである

治安が良い

買い物の利便性が良い

道路交通のアクセスが良い

公園が身近にある、使いやすい

医療施設が充実している

防災対策が充実している(災害のリスクが低い)

歴史・文化遺産が多く残っている

子育て施設・サポートが充実している

安全・快適な道路が整備されている

公共交通（鉄道・バス）の便が良い

高齢者・障がい者福祉が充実している

教育施設・環境が充実している

雇用の場が充実している

娯楽・レジャー施設が充実している

無回答

全体（複数回答）

61.0%

34.2%

33.3%

25.7%

14.7%

12.6%

11.8%

10.9%

10.8%

10.8%

8.6%

8.2%

5.2%

4.6%

1.6%

2.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

公共交通（鉄道・バス）の便が悪い

狭い道路、危険な道路が多い

娯楽・レジャー施設が不十分

買い物の利便性が悪い

医療施設が不十分

道路交通のアクセスが悪い

公園が少ない、使いづらい

雇用の場が不十分

高齢者・障がい者福祉が不十分

防災対策が不十分、不安がある

教育施設・環境が不十分

子育て施設・サポートが不十分

歴史・文化遺産の保全・活用が不十分

治安が悪い

自然環境が少ない、親しめない

無回答

全体（複数回答）
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●10 年前と比較した印象として、少子高齢化が進み、新しい住宅が増えた一方で、空き地や荒

れ地、空き家や空き店舗が増えたと感じている 

問３．お住まいの周辺環境における 10 年前との比較 

【周辺の子どもの数】 

 

【周辺の高齢者の数】 

 

【周辺の空き家、空き店舗など】 

 

  

13.0%

18.3%

5.3%

14.3%

8.5%

1.2%

18.4%

20.2%

23.2%

28.9%

17.6%

17.0%

14.8%

14.0%

65.0%

57.1%

65.8%

68.1%

71.5%

80.2%

65.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

【地域別】

加須地域①

加須地域②

加須地域③

騎西地域

北川辺地域

大利根地域

増えた 変わらない 減った 無回答（単一回答）

70.1%

68.3%

74.6%

64.8%

69.7%

76.5%

72.8%

24.0%

26.5%

22.8%

28.6%

23.0%

14.8%

22.8%

2.6%

1.6%

0.9%

4.4%

3.0%

3.7%

2.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

【地域別】

加須地域①

加須地域②

加須地域③

騎西地域

北川辺地域

大利根地域

増えた 変わらない 減った 無回答（単一回答）

48.4%

39.6%

53.5%

53.8%

57.0%

64.2%

43.9%

44.4%

51.9%

40.4%

42.9%

33.9%

33.3%

50.9%

4.1%

4.9%

4.4%

1.1%

5.5%

0.0%

4.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

【地域別】

加須地域①

加須地域②

加須地域③

騎西地域

北川辺地域

大利根地域

増えた 変わらない 減った 無回答（単一回答）
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②将来のまちのあり方への要望について（問４～５） 

●今後の居住意向では、約７割が住み続けたいと回答 

問４．今後の居住意向 

 

  

33.4%

10.5%

20.6%

28.9%

27.4%

31.1%

37.6%

52.8%

31.4%

31.6%

44.0%

37.6%

21.0%

35.1%

36.1%

50.0%

41.3%

35.9%

43.6%

35.8%

35.7%

23.9%

40.2%

40.4%

30.8%

31.5%

30.9%

35.1%

18.4%

21.1%

20.6%

19.0%

17.9%

20.7%

17.2%

15.3%

17.8%

17.5%

12.1%

20.0%

27.2%

16.7%

9.4%

15.8%

7.9%

12.0%

10.6%

8.8%

7.6%

6.7%

7.7%

9.6%

11.0%

7.3%

17.3%

10.5%

2.3%

2.6%

9.5%

2.8%

0.6%

3.6%

1.3%

0.6%

2.2%

0.9%

2.2%

3.0%

3.7%

2.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

【年齢別】

16～19歳

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

【地域別】

加須地域①

加須地域②

加須地域③

騎西地域

北川辺地域

大利根地域

ずっと住み続けたい 当分は住み続けたい
どちらともいえない どちらかというと市外に移りたい
すぐにでも市外に移りたい 無回答

（単一回答）
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●重点的に取り組むべき施策では、「公共交通の利便性の向上」に対する割合が最も高い 

問５．より良いまちとしていくために重点的に取り組むべき施策 

 
  

45.6%

35.0%

33.5%

22.2%

18.5%

16.6%

16.4%

13.4%

11.4%

10.9%

9.5%

9.1%

8.7%

7.4%

6.9%

6.4%

5.7%

2.6%

2.3%

1.8%

1.8%

0.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

鉄道やバスなど、公共交通の

利便性向上に向けた取組

食料品・日用品の小売店や商業施設など、

市民の生活を支える施設の充実

歩道・自転車道の整備など、

安全で快適な交通のための取組

見守り活動や屋外照明・

カメラ設置などの防犯対策の推進

空き家、空き店舗などを

活用したまちづくりの推進

水害・地震時の避難場所や

避難路整備などの防災対策の推進

利便性の高い良好な住環境の整備

（土地区画整理事業など）

高齢者や障がい者に対する福祉施設の充実

公園の整備、緑地・湿地など自然環境の保全、

河川など水辺空間の整備

農業の発展に向けた取組

汚水・雨水の排水対策の推進

児童福祉や幼児期における教育施設の充実

研究所や物流倉庫、工場など、地域の

産業・経済を支え、就労できる施設の充実

加須市らしい景観保全・景観づくりへの取組

市の特産品などの活用による加須市らしい

観光拠点・交流施設の充実

健康診査など健康管理・増進のための

機会の創出や、医療施設の充実

スポーツやレクリエーションに親しめる

機会の創出や、施設の充実

DXやAIなどを活用した情報化施策の推進

生涯学習や文化芸術活動への支援や、

そのための施設の充実

太陽光発電の設置など

再生可能エネルギーの推進

その他

無回答

全体（複数回答）
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③加須市の今後のまちづくり等について（問６～16） 

●土地利用では、現状の土地利用の維持・向上を図りつつ、空き地・空き家・空き店舗の有効

活用に取り組むことが重要とする割合が高い 

問６-①．土地利用について重要だと考える取組（住宅地） 

 

問６-②．土地利用について重要だと考える取組（商業地） 

 
 

  

3.8% 28.7% 6.3% 30.8% 22.6% 5.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

新たに住宅地を開発する

身近なところに店舗などが立地する利便性の高い住宅地にする

駅の周辺に居住地域を誘導させ、コンパクトなまちづくりを進める

生活道路を改良するなど、現在の住宅地の環境を良くする

空き地・空き家を有効活用する

現在のままでよい

その他

無回答

（単一回答）

18.0% 16.2% 20.4% 35.2% 7.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

新たに商業地をつくり、商業施設を誘導する

駅周辺に大規模な商業施設を誘導する

幹線道路沿いに商業施設を誘導する

空き地・空き店舗を有効に活用し、現在の商業地や商店街を維持・活性化させる

現在のままでよい

その他

無回答

（単一回答）
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●生活を支える施設では、既存施設の維持・改良に取り組むことが重要とする割合が高い 

問７-①．生活を支える施設について重要だと考える取組（道路） 

 

問７-②．生活を支える施設について重要だと考える取組（公園・緑地など） 

 

 

  

7.9% 10.3% 15.9% 13.0% 35.5% 3.7% 11.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

周辺都市を結ぶ幹線道路を整備・改良する

市内の地域間を結ぶ道路を整備・改良する

住まい周辺の生活道路を整備・改良する

自転車用の通行帯を道路に整備する

歩道や照明、カーブミラーなど、安全性を高める設備を整備する

段差解消や点字ブロックなど、バリアフリー化を進める

現在ある道路の維持・管理に力を入れる

その他

無回答

（単一回答）

6.7% 10.0% 6.8% 16.0% 20.2% 27.1% 11.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

身近な公園や広場を新たに設置する

大規模な公園を新たに設置する

河川などで水遊びができるような空間を新たに設置する

公園の防災機能を充実する

市民ニーズを踏まえて、現在の公園をリニューアルする

現在ある公園を適切に維持・管理する

使われていない公園は減らしていく

その他

無回答

（単一回答）
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●公共交通は、「ほとんど利用していない」が、鉄道で５割強、路線バスで９割以上 

●公共交通の不便さの解消を求める割合が高い 

問８-A．【鉄道】利用頻度 

 

問８-B．【路線バス】利用頻度 

 

問９．公共交通を利用しやすくするために重要だと考える取組 

 

  

13.1% 3.6% 26.8% 55.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

ほぼ毎日 １週間に数回程度 １ヶ月に数回程度

ほとんど利用しない 無回答

（単一回答）

1.4% 0.9% 6.0% 91.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

ほぼ毎日 １週間に数回程度 １ヶ月に数回程度
ほとんど利用しない 無回答

（単一回答）

43.5%

39.0%

35.7%

35.0%

32.0%

11.2%

8.1%

7.3%

4.8%

3.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

路線バスなどの運行経路・

停留所の変更、増設

鉄道の運行本数の増加

路線バスなどの運行本数の増加

鉄道からバス、バスからバスなど

乗り継ぎの利便性の向上

駅・バス停周辺の駐車場や

駐輪場の整備

利用料金の見直し

駅・バス停の段差解消などの

バリアフリー化

円滑なバス運行のためのバス専用・

優先車線、バス停車帯などの設置

その他

無回答

全体（複数回答）
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●景観に対する評価では、水辺などの自然や公共施設などへの評価が高く、商店街や鉄道駅の

景観など「にぎわいの景観」への評価が低い 

問 10-①．景観の評価 

 

問 10-②．景観形成を考える上で重要視すること 

 
  

26.2%

23.4%

34.8%

18.1%

7.9%

4.3%

10.1%

6.8%

6.8%

15.7%

19.4%

13.8%

51.0%

53.0%

47.6%

52.7%

41.0%

22.0%

53.0%

44.5%

53.6%

59.8%

59.2%

60.1%

15.4%

13.3%

10.7%

21.1%

35.9%

47.2%

26.7%

36.7%

28.1%

16.8%

13.6%

16.9%

3.1%

3.1%

2.0%

2.6%

10.6%

21.6%

5.5%

6.7%

6.0%

3.0%

3.0%

3.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%100%

①農地周辺の田園景観

②浮野の里などの農村景観

③利根川や渡良瀬遊水地などの水辺景観

④神社・寺院周辺などの歴史景観

⑤鉄道駅周辺の景観

⑥商店街の景観

⑦身近な住宅地の景観

⑧幹線道路沿道の景観

⑨工業団地などの景観

⑩市役所・総合支所などの

官公庁施設の景観

⑪市民総合会館、図書館、体育館、

公園など公共施設の景観

⑫高校や大学など文教施設の景観

良い やや良い やや悪い 悪い 無回答（単一回答）

25.3%

22.7%

15.8%

15.6%

13.7%

12.9%

10.7%

7.8%

4.3%

4.0%

2.4%

2.1%

24.7%

0% 10% 20% 30% 40%

商店街の景観

鉄道駅周辺の景観

農地周辺の田園景観

身近な住宅地の景観

利根川や渡良瀬遊水地などの水辺景観

市民総合会館、図書館、体育館、

公園など公共施設の景観

神社・寺院周辺などの歴史景観

幹線道路沿道の景観

浮野の里などの農村景観

市役所・総合支所などの

官公庁施設の景観

高校や大学など文教施設の景観

工業団地などの景観

無回答

全体
（複数回答）
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●今後の景観づくりを進めるためには、「にぎわいや魅力を高める景観づくり」「マナー・モラ

ルの向上」「自然を活かした景観づくり」を重要だと思う割合が高い 

問 11．景観づくりを進めるために重要だと思う取組 

 

  

42.9%

42.9%

41.7%

29.4%

28.9%

28.6%

17.3%

15.0%

8.2%

5.5%

5.5%

2.0%

1.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

人が集まる場所のにぎわいや魅力を

高める景観づくりを進める

不法投棄やごみのポイ捨てに対する、

マナー・モラルを向上させる

豊かな農地や河川など、

自然を活かした景観づくりを進める

住まい周辺など身近な地域の魅力を

高める景観づくりを進める

公共施設や公園など公共空間における

景観づくりを進める

街路樹・植栽による緑化や無電柱化など

道路空間における景観づくりを進める

歴史的な建物や街並みを

活かした景観づくりを進める

まとまりのある緑や農地、

由来のある樹木を保全する

市民などによる景観づくりの

活動や取組を支援する

建物の建て方、生け垣による緑化など、

敷地内の利用に対するルールを決める

広告・看板などの色や大きさ・

高さのルールを決める

その他

無回答

全体
（複数回答）
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●災害対策で重要視することは「河川の氾濫・洪水の危険性」への対策が最も割合が高く、特

に利根川に近い地域での割合が高い 

問 12-②．防災対策を考える上で、対策の必要性を重要視すること 

 

 

  

15.0%

19.7%

11.4%

18.7%

10.3%

12.3%

8.8%

21.1%

15.8%

12.3%

26.4%

14.5%

43.2%

37.7%

6.9%

9.6%

11.4%

3.3%

5.5%

1.2%

2.6%

15.3%

15.0%

21.9%

5.5%

30.9%

2.5%

4.4%

3.4%

4.9%

2.6%

4.4%

1.2%

2.5%

2.6%

8.2%

5.7%

7.9%

11.0%

7.3%

9.9%

14.9%

30.1%

29.2%

32.5%

30.8%

30.3%

28.4%

28.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

【地域別】

加須地域①

加須地域②

加須地域③

騎西地域

北川辺地域

大利根地域

集中豪雨による浸水の危険性 河川の氾濫・洪水の危険性

延焼火災の危険性 地震による建物の倒壊の危険性

地震による液状化の危険性 避難場所に到達できない危険性

無回答

（単一回答）
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●災害に強いまちづくりを進めていくためには、「河川整備などの洪水対策」「大雨時の雨水排

水対策」を重要だと考える割合が高い 

問 13．災害に強いまちづくりを進めていくために重要だと考える取組 

 

  

40.7%

39.0%

27.7%

24.9%

20.7%

20.7%

19.9%

18.1%

16.4%

15.6%

13.1%

13.1%

4.5%

1.6%

1.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

河川整備などの洪水対策を進める

大雨の時に流出を抑制する施設整備など、

雨水排水対策を進める

防災拠点や避難場所を整備・拡充する

上・下水道などの耐震化を進める

建物の耐震化を進める

道路や橋などの耐震化を進める

災害時の安全な避難や円滑な救援のための

道路整備を進める

迅速な復旧、復興のための事前準備を進める

避難場所として活用できる空き地や

公園の確保を進める

雨水を浸透させる樹林地や農地などを保全する

地域のコミュニティ・つながりを強化する

市民自身の防災対応能力を高める

建物の不燃化を進める

その他

無回答

全体（複数回答）
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●加須駅周辺の新たなまちづくりに対する興味・関心度は、「とても関心がある」「関心がある」

が７割以上ある一方で、「内容をよく知らない」が約８割を占めている 

問 14．「加須駅周辺の新たなまちづくり」に対するあなたの興味・関心度について 

 

 

●まちづくり活動への参加意欲がある方は８割を超えている 

問 16.お住まいの周りの環境を良くするためのまちづくり活動への参加について 

 

 

6.6% 67.8% 4.4% 12.0% 7.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

内容をよく知っているし、とても関心がある

内容をよく知らないが、関心はある

内容をよく知っているが、関心がない

内容をよく知らないし、まったく関心がない

わからない

無回答

（単一回答）

6.5% 4.7% 43.6% 15.5% 10.0% 8.4% 8.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

自治会や関係団体の活動を通じて参加したい

まちづくりを議論・検討する場や説明会に参加したい

アンケート調査などがあれば協力する

まちづくりには直接参加できないが情報を受け取りたい

何らかの形でまちづくりに参加したいが、どうしたらよいかわからない

特にまちづくりに参加しようとは思わない

わからない、該当しない

無回答

（単一回答）


